
地

球

水
す
る
二
だ
が
出
凍
吾
に
し
て
も
放
任
給
水
を
rhj
L
で

ゐ
た
期
間
中
に
は
降
水
量
が
各
水
源
地
の
貯
水
農
以
止

に
な
っ
た
場
令
は
逸
失
す
る
こ
/̂J
に
な
る
｡
盆
し
て
各

水
源
地
の
貯
水
量
は
満
水
せ
る
場
倉
に
て
本
河
内
高
部

二
宵
〇
一
苗
八
千
〇
四
十
七
着
､
本
河
内
砥
部
三
百
四

十

二
糾
叫
千
〇
二
石
'
関
山
貯
水
池
八
百
二
十
三
黄
八

千
二
面
九
十
三
着
､
合
計
千
三
百
六
十
六
番
七
千
三
百

四
十
二
着
で
あ
る
.
従
っ
て
是
等
の
浦
水
宙
を
超
え
て

過
失
し
た
水
量
と
湛
水
中
に
地
下
に
浸
透
し
て
貯
-
求

量
.fJ
を
考

へ
る
亡
き
は
例
ひ
水
道
水
源
の

一
部
が
地
下

水
の
連
出
す
る
も
の
に
滴
毒
さ
れ
て
ゐ
る
ど
し
て
も
こ

の
水
畳
ビ
逸
失
す
る
水
量
ビ
は
細
裂
し
て
飴

も
あ
る
も

の
ど
考

へ
ら
れ
る
0

節
蛸
巻

第
五
鶴

嚢

二

二
六

斯
-
考
察
す
る
時
は
長
晴
市
附
近
で
は
降
水
量
の
九

分
の
四
凋
流
水
ビ
し
て
地
表
を
携
れ
下
-
九
分
の
三
は

蒸
馨
し
残
-
即
ち
九
分
の
二
丈
け
が
地
下
に
浸
透
し
て

行
-
こ
と
に
な
る
｡
之
は
地
表
が
観
密
な
安
山
潜
に
故

覆
さ
れ
山
勢
又
成
tIbら
ざ
る
贋
で
あ
る
.

敢
近
長
崎
市
に
於
て
水
温
水
源
の
水
盤
に
不
足
を
戚

じ
水
痘
将
没
の
計
蓋
が
あ
っ
た
際
長
崎
市
町
近
の
地
勢

が
狭
小
で
地
表
流
水
を
集
む
る
の
低
域
を
新
し
-
求
む

る
の
困
難
な
る
た
め
地
下
水
利
用
の
講
も
起
っ
た
5･J
い

ふ
こ
ど
で
あ
る
が
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
地
表
流
水
を
利
用

す
る
こ
E
に
議
決
さ
れ
目
下
そ
の
方
針
に
て
工
事
を
進

捗
し
て
ゐ
る
ĴJ
い
ふ
こ
亡
は
峯
に
上
述
の
鮎
か
ら
し
て

も
蕾
を
得
た
も
の
呈
示
は
ね
ぼ
な
ら
ぬ
.

地
球
の
億
軍
成
分
に
就
い
て

≡

(
ワ
シ
ン
ト
ン
)

地
球
内
部
の
物
質
の
分
布
に
つ
い
て
p
種
々
の
侶
寵

中
.
漸
次
成
分
を
典
に
す
る
珪
酸
鎌
物
殻
に
因
ま
れ
た

る
エ
ア
ケ
ル
班
の
中
心
固
髄
核
を
想
像
す
る
説
は
地
球

物
埋
単
著
も

1
股
に
承
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
.
こ
の

恨
説
は
'
オ
ル
グ
ム
P
タ
イ
ヘ
ル
J･P
グ
ー
テ
ン

ベ
ル

グ
'
.I,h
ユ
ー
ス
'

デ
ー
タ
ー
'
ク

ラ
ー

ク
~
ア
ダ

ム

ス
､



ウ
イ

リ
ア

ム
ジ
ン
､
及
び
薯
者
に
よ
り
詫
咽
せ
ら
れ
た

も
の

で
､
基

等
の
意
見
中
に
は
､
数

の
厚
さ
､
成
分
の

細
目
p
及
び
連
厳
的
な
-
や
否
や
の
鮎
に
多
少
の
相
異

は
あ
る
が
p
大
股
倫
E
L
で
前
述
の
事
項
は

1
舷
に
信

せ
ら
れ
て
屠
る
｡

此
等
の
地
球
内
部
の
概
念
は
､
薮
種
の
詮
憩
に
よ
-

得
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
'
帝
に
地

震

政

の
進
行
速

度
p
天
健
の

l
片
･JJ
考

へ
ら
れ
る
慣
石
よ
rc
,の
棟
推

や
､
比
重
､
剛
性
も
慣
性
能
率
'
磁
性
､
地
球
の
他
の

物
瑚
性
.
錬
物
及
岩
石
の
改
魔
性
.
火
成
岩
の
化
撃
的

及
び
解
物
単
的
性
質
等
の
観
念
よ
-
到
達
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
｡

環
近

〓

T年
間
に
噴
石
だ
の
類
推
'
異
な
る
淀
さ
ビ

魔
だ
に
於
け
る
地
震
紋
の
L遠
投
p
糠
物
及
岩
石
の
.鶴
魔

性
p
及
び
p
火
成
岩
の
化
撃
等
を
根
接
ぎ
し
て
.
地
球

内
部
の
詳
細
な
る
概
念
を
得
る
標
に
な
っ
た
.

地
球
内
部
の
物
贋
の
分
布
は

か
-
し
て
暗
示
せ
ら

れ
'
ア
ダ
ム
ス
､
ウ
イ

リ
ア
ム
ノ
ン
'
及
び
著
者
に
よ

-
iii咽
せ
ら
れ
た
る
次
の
如
き
も
の
ど
な
っ
た
｡

地
球
り
化
幾
成
分
に
就
い
て

地
球
の
中
心
蔵
は

ニ
ッ
ケ

ル
餓
よ
･C,戊
も1-
そ
の
化

串
成
分
及
び
物
埋
性
は
餓
鳴

石

又
は
餓
慣

石
中
の
金
属

に
酷
似
し
て
居
-
'
た
>
異
な
る
だ
こ
ろ
は
'
そ
れ
よ

rI
も

ニ
タ
グ
〝
が
少
な
-
袈
索
が
多
い
の
み
で
あ
る
~

こ
れ
等
の
金
属
核
は
年
産
約
三
四
〇
〇
肝
を
有
し
､
平

均
比
重
は

7
0
で
あ
,Jn
.
成
分
は
慣

石
ど
の
類
推
に
よ

-
恐
ら
-
五
移
内
外
の
燐
化
物

〔
シ
ラ
フ
イ
ベ
ル
サ
イ

I
(F
e
.

N
i
)3P
〕ビ
炭
化
物

(
コ
I
へ
ン
石
F
e3C
)
及
び

汲
索

(金
剛

石
石
墨
)
よ
-
成
る
ビ
考

へ
ら
れ
る
｡

中
心
核
よ
rc
,次
鈴
に
外
方
に
進
む
に
従
ひ
p
環
酸

マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
P
及
び
珪
酸
鰯
が
多
-
成
り
､
路
に
リ
ジ

ス
ポ
ル
穀

だ成
る
P
こ
の
殻

に
於
て
は
ま
だ
し
て
撒
薦

石
が
ま

ば

ら
に
散
在
し
.
金
属
及
び
珪
酸
化
食
物
は
卒

均
し
て
等
量
存
在
し
て
居
る
様
に
恩
は
れ
､
基
比
重
は

平
均
八
で
'
厚
さ
は
約
七

〇
〇
粁
至
言
は
れ
で
居
る
｡

リ
ノ
ス
ポ
ル
殻
は
次
第

に
金
属
の
畳
を
城
じ
珪
酸
の

畳

が
増
加
し
ま
だ
し
て
p
槻
擬
石
p
斜
方
輝
石
屈
及
び

少
最
の
次
曹
長
石
よ

ゎ
成
り
P
二
五

1
1
0
%
或
は
そ

れ
よ
-
少
最
の
ニ
タ

ケ
ル
燭
散
在
す

る
フ
ェ
p
ス
ポ
ル

顔
だ
成
る
P
魔
物
的
成
分
だ
し
て
は
こ
の
物
質
は
､

n

莞
三

二
七



地

球

ソ
ド
ア
石
的
の
石
贋
慣
石
に
似
て
居
る
が
､
多
分
組
織

的
に
は
異
な
り
､

コ
ソ
ド
ロ
石
組
織
や
凝
凝
岩
組
織
に

放
け
て
居
る
な
ら
ん
だ
思
は
れ
る
P
比
重
約
六
厚
さ
紺

七
〇
〇
肝
で
あ
る
｡

フ

ェ
ロ

ス

ポ

ル
顔
だ
番
い
て
土
居
は
p
次
発
に

ニ
タ

ケ

ル
餓
が
な
-
な
っ
て
蓬
だ
し
て
餓
及
び
マ

グ
ネ
シ
タ

ム
の
珪
酸
塊
よ
-
成
り
LP
斜
方
輝
石
屈
の
も
の
多
-
p

穐
撞
着
は
少
tIr
成
-
.
い
-
ら
か
の
輝
石
及
び
達
ビ

し
て
轡
衣
長
石
よ
-
成
る
長
石
を
伸
ひ
居
る
撤
魔
岩
顔

で
あ
-,/

組
成
物
質
は
ま
だ
し
て
敏
擬
石
で
あ
る
.
こ

の
圏
内
に
は
殆
ん
で

ニ
タ
ケ
ル
域
は
見
ら
れ
ず
.

7
般

成
分
は
ア
コ
ン
ド
ル
石
質
限
石

に
似
て
居
る
.
そ
の
平

均
比
重
は

約
四
｡
○
厚
さ
は

一
義
0
0
-

〓
ハ
○
○
肝

で
あ
る
｡

此
等
の
,多
少
の
珪
酸
蝿
を
有
す
る
顔
中
に
は
､
隅
石

よ
-
類
推
す
れ
ば
､
多
分
並
ク
ロ
ム
酸
施
ビ
共
に
う
ま

ビ
し
て
p
硫
化
物
(畢
硫
餓
錬
p
オ

ル
ダ
ム
石
)
燐
化
物

(
シ
ュ
ラ
イ
F'(
〝
サ
イ
ト
)
衆
化
物
(
コ-
ヘ
リ
石
)
及
び

雄
化
物
(
p･
-
レ
ン
サ
イ
-
)
よ
FC,成
る
酸
化
物
以
外
の

化
倉
物
を
布
し
､
恐
ら
-
上
暦

に
於
で
は
p
欄
化
物
.

節

四

番

第

五

依

真
南

窒
化
物
も
存
在
す
る
な
ら
ん
ビ
恩
は
る
｡

梗
増
悪
磯
の
上
暦
は
多
分
こ
れ
,̂J
漣
薦
的
に
六
0
-

1
0
0
肝
の
地
顔
を
構
成
し
て
層

-
'
そ
の
内
下
部
約

四

〇
肝
が

7
股
に
､
玄
武
岩
的
か
又
は
斑
掘
岩
的
組
成

を
有
し
､
比
重
は

三
二
軍

'
玄
武
岩
殻
呈
昌
ふ
｡
そ

の
上
部
は
常
人
の
庶
観
に
ふ
れ
る
P

比
重

約
二
｡八
な

る
花
岡
岩
的
又
は
花
南
関
紘
潜
的
組
成
を
成
し
居
る

】

蕊
-
二
〇
群
の
部
分
で
'
花
岡
潜
穀
三
二日
ふ
｡
普
通
火

成
岩
だ
し
て
嘗
々
の
討
範
に
上
る
も
の
は
p
こ
の
僅
か

二
〇
粁
内
外
の
薄
き
部
分
の
も
の
ゝ
み
で
あ
る
.
火
成

岩
層

及
び

頻
質
し
た

火
成
岩

及
び
水
成
岩
に
つ
い
て

は
や
基
等
が
も
5<J
火
成
岩
よ
rJl
鼻
れ
る
も
の
で
あ

-
.

其
畳
も
地
球
養
鯉
の
成
分
を
討
耗
す
る
止
に
は
無
税
し

て
よ
い
程
小
量
な
れ
ば
こ
ゝ
に
考
慮
す
る
必
要
を
認
め

な
い
｡
上
述
の
如
き
地
球
内
部
の
成
分
分
布
は
'
明
ら
か
に

試
験
的
の
親
灘
な
概
算
に
過
ぎ
ね
が
p
そ
の
概
要
や
多

-
の
細
目
に
於
で
も
種
々
の
類
推
的
の
澄
明
に
よ
-
舶

常
正
し
い
も
の
/̂J
考

へ
ら
れ
る
｡
依
っ
て
吾
人
は
是
を

暇
-
に
正
し
い
-
の
ど
し
て
､
想
像
的
分
布
中
に
示
さ



れ
LJ
る
材
料
を
利
用
し
~
各
地
域
の

]
般
成
分
の
概
念

に
蓮
せ
ん
yJ
す
る
の
で
あ
る
O

基
鞄
傭
k
,し
て
光
づ
中
心
核
及
び
教
種
の
殻
の
髄
麓

ビ
貿
蚤
ビ
を
考

へ
る
(第

2
表
塵
照
)
｡
地
球
は
寧
種
六

第

7
衷

地
球
の
酷
薦
及
び
質
量

中

心

核

ワ

リ

ス

フ
エ
｡
ス

ポ

ー
か
殻

が
-
霊

放

四

〇
〇
肝
の
球
/̂J
臓
足
し
て
ー
偶
足
的
北
東
､
計
他界
に

ょ

る
概
薦
及
び
男
鹿
が
略
正
し
い
こ
E
は
､
tそ
れ
よ
-

誘
導
せ
る
平
均
此
重
五
･四
九
が
巳
知
の
比
重
五
･五

二

に
殆
ん
i/J
等
し
い
こ
ど
に
よ
-
知
る
こ
E
が
出
凍
る
｡

撒
雌
紫
斑

玄
武
山方
放

花

揃

紫

斑

全

地

球

放
り
厚
さ
(秤
)

三
脚0
川U

書

0

書

0

7
一語
〇

四
〇

ニ0

需
00

他

精
(笥
･3
×
10
1
2)

0
･宗
男

0
･0
益
7

0
･
ニ三豊

〇
六
〇
望

0
･0
ニ
O
Z)7
0
･O
TO
ニ

丁
記
入〇

此

藍

70
･〇

八
･C)

亨

八

四
｡O

萱

1

ニ
ス

雪
男

質

票

慮
×
10
21)

丁
･T(
四六

0
･璽

三

三

iI
(0

ニ
晶

芯

9
0宝

O
･〇
元

六

･〇三
〇

盟

敦

%

ニ
エ
f;0

T(
垂

こ
こ
孟
立

冬
顔
の
成
分
を
計
算
す

る
の
に
次
の
如
き
侶
足
を
用

ひ
た
｡
ニ
ッ

ケ

ル
餓
中
心
殻
の
組
成
分
は
プ
ア

タ
ン
グ
ト
ン

に
依
っ
て
計
紫
せ
ら
れ
空

三

八
個
の
餓
債
石
の
平
均

組
成
分
亡
等
し
い
も
の
ど
慣
足
し
た
.
餓
噴
石
の
多
-

の
ー分
析
に
て
示
さ
れ
た
る
硫
黄
'
燐
及
び
兼
索
の
百
分

率
は
､

1
故
に
か
-
の
如
き
場
令
の
分
新
資
料
中
に
は

ri
ロ
イ
ラ
イ
･L
､

シ
d
ラ
イ
ベ
ル

サ
イ
ト
の
小
塊
や
石

地
班
の
化
韓
成
分
に
就
い
て

EiC)･〇
八

T

O八

〇
品
八

岩

〇
･0
0

塵
の
正
常
弁
蓋
を
食
ん
で
居
ら
ぬ
か
ら
､
賓
際
よ

･cTも

位
が
少
で
あ
る
｡
又
賓
際
よ

-
も

ユ
タ
ケ

ル
の
低

は
過

多
で
.
泉
素
の
量
か
過
少
に
な
っ
て
居
る
こ
と
は
オ
ビ

プ
ア
ク
及
び
ピ
エ
ー
ル
に
産
出
す
る
玄
武
岩
職
が
こ
れ

よ

-
少
量
の

ニ
ッ
ケ

ル
及
び
多
量
の
炭
素
を
合
有
す
る

こ
亡
に
よ
-
推
測
せ
ら

れ
る
｡

リ
ノ
ス
ポ

ー
ル
殻
の
物
質
は
パ
ラ
ス
タ
イ
ー
債
石
よ

ぅ
軒
推
し
て
等
畳
の

ニ
ッ
ケ
ル
餓
及
び
根
橋
石
よ

-
成

責
五

二
九



地

球

ち
.屠
る
様
に
思
は
れ
る
O
金
属
は
核
心
の
物
ビ
同
成
分

を
成
し
.
撤
薦
石
は

M
g
O
:F
eO
が

5
:
I
で
パ
ラ
サ

イ
･1
中
の
微
増
石
ビ
似
た
も
の
な
ら
ん
だ
想
像
せ
ら
れ

る
P
テ
ル

rrA)
ン
ス
キ
ー
の
パ
ラ
サ
イ
ト
輝
石
及
び
多
-

の
パ
ラ
サ

イ
･1
の
研
究
結
果
は
余
の
想
定
成
分
と

7
致

し
て
居
る
｡

フ
エ
Ⅴ
ス
ポ
ー
ル
殻
の
組
成
卦
は
､
メ
リ
ル
の
石
質

院
石
室

二
個
の
分
所
中
均
組
成
分
だ
等
し
か
ら
ん
.
氏

鮮
四
番

･&
玉
髄

嚢

穴

三
〇

の
平
均
法
は
各
個
の
百
分
率
の
和
を
材
料
の
数
に
よ
-

割
っ
た
も
の
で
其
材
敵
中
に
は
ア
コ
ン
ド
ラ
イ
ト
隅
石

の
分
析
飴
晃
を
も
食
ん
で
居
る
が
数
が
少
な
い
か
ら
ひ

ど
-
は
結
果
に
影
響
し
て
居
ら
ぬ
0

椎
撹
砦
数
の
組
成
分
に
封
し
て
は
'
著
者
の
ァ
コ
ン

ド
ラ
イ
ト
隈
石
二
〇
種
の
分
析
平
均
低
を
取
っ
た
p
こ

れ
等
の
材
粋
は
特
に
慶
奔
な
も
の
を
精
選
し
た
も
の
で

あ
る
｡

第
二
衷

地
球
を
構
成
す
る
元
素
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平
均
法
は
ク
ラ
ー
ク
､
ワ
シ
ン
ト
ン
及
び
メ

タ
ル等
に

ょ
-
用
ひ
ら
れ
た
方
法
で
p
共
催
は
地
上
の
ペ
グ
ド
タ

ィ
･L
に
灘
い
て
の
デ
ー
リ
ー
の
平
均
値

ĴJ
は
非

常
に
相

異
し
て
眉

-
､

,7,
ユ
ー
.,,L
ヤ
ー
シ
ー
の
撤
櫨
輝
線
潜
や

ブ
ラ
ジ
ル
及
び
印
度
の
角
的
紫
蘇
輝
石
岩
や
p

r1
ヮ
ィ

の
撤
槙
玄
武
盟
の
分
析
他
ど
よ
-
似
て
摺
る
O

地
顔
低
所
の
玄
武
岩
憩
の
組
成
は
デ
ー
リ
ー
の
玄
武

岩
の
華
均
組
成
卦
の
如
R
,,も
の
で
あ
る
ĵJ
L
t
最
上
暦

の
華

盟
有
数
の
組
成
卦
に
つ
い
て
は
'
奪

増
野
の
最
近

の
平
均
成
分
を
用
ひ
た
.
但
し
こ
の
両
者
に
つ
い
て
チ

地
球
の
化
幾
成
分
に
就
い
て

7
0
曾
0
0

ク
エ
ク
ム
'

⊂) 〇 〇 ･一 三I

f B I 毒 l 至 天 蓋

二

･八五
二エ
ハ〇

〇

･
六
LJ
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0
･
0
2
1

0

こ0
0

｡〇五
〇
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〇

･〇九
0
エ
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岩

C
)
･0
0

709
0
C)

700
･0
0

麟
?
ク
で
,､
ク
ム
及
び
マ

ン

ガ

ン

以
外
の

僅
少
成
分
は
地
球
の
成
分
を
考
へ
る
場
倉
不

必
要
の
も

の
,̂J
L
で
無
職
し
た
串
は
勿
静
で
あ
る
.

第
二
二

二
及
び
四
表
に
掲
げ
た
る
化
単
的
及
び
焼
物

単
的
組
成
舟
は
明
ら
か
に
親
就
な
近
似
値
で
あ
る
が
'

英
軍
は
地
球
の
卒
均
組
成
に
於
け
る
帯
食

に
依
-
可
成

til
正
確
な
わ
ー}J思
は
れ
る
組
成
卦
及
び
質
量
に
つ
い
て

な
さ
れ
た
恨
足
の
上

に
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
ど
'
及
び

分
析
材
料
の
少
な
き
こ

E.
成
分
の
不
規
則
な
る
分
布

に
よ
り
偶
敬
す
る
困
難

の影
響
を
受
け
る
こ
さ
､
例

へ

真

也

三
7



地

球

ば
核
,y

ク
ツ
ス
ポ

ー
ル
恕
及
び
其
他
全
地
球
内
に
於

け
る
､
硫
黄

.燐
.

溌
索
の
百
分
組
成
に
見
る
が
如
Y
.

餓
噴
石
又
は

リ
ノ
ス
ポ

ー
ル
慣
石
中

に
は
'
此
等
の
物

は
小
塊
だ
し

て
入
-

居
る
を
以
て
多
-
9
場
食
.
試
料

柚
取
に
あ
た

-
p

さ
け
ら
れ
る
結
果
賓
際
伍
よ
-
は
低

き
他
を
得

る
こ
yJ
な
で
は
注
意
せ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
｡
又
娩

素
は
餓
質
及
び
域
石
質
限
市
中
に

F
e
C
12
}J
L
で
倉
有

せ
ら
れ
居
る
に
か
ゝ
わ
ら
す
.
定
義

せ
ら
れ
た
こ
ビ
な

き
瓢
よ
-
推
し
て
過
少
に
鬼
凝
ら
れ
て
居

る
ビ
思
は
れ

る
｡
欝
際
多
分
隅
石
の
完
全
な
新
式
分
析
は
非
常
に
必

要
な
こ
亡
で
､
博
物
館

の
管
甥
者
に
親
し
で
も
'
唯
柵

手
箱
に
入
れ
て
陳
列
す
る
の
み
を
以
て
能
事
終
れ

-
ど

な
さ
す
.
慨
命
多
量
を

試
料
ビ
し
て
沿
革
す
る
ど
も
更

に
精
細
に
研
究
せ
ら
れ
ん
こ
ど
な
希
望
す

る
p
併
し
か

-
の
如
き
過
-
や
防
審
あ
る
に
か
JA

わ
ら
ず
.
寡
-
の

隈
石
の
分
析
に
よ
-
得
た
る
地
球
の
組
成
分
の
概
念
は

可
成

-
正
確
で
あ
る
｡

先

づ
元
素
に
つ
い
て
考

へ
ん
p
城
は
嚢
も
多
量
で
あ

-
.
此
ビ
酸
素
､
珪
素
､
及
び

マ
グ
ネ
ジ
ク
ム
の
四
元

素
は
地
球
の
九

〇
｡レ
ル
餌
か
uし
め
層
-
.
こ
れ
に

こ
グ
ケ

節
四
容

第
五
俳

貢

八

三
二

ル
p
カ
ル
シ
ウ
ム
P

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
三
元
素
を
合
す

れ
ば

九
八
三

担
ぎ
成

-
p
夏
に

l
舛
以
下
の
他
の
五

元
素
p
硫
黄
'
ナ
ト
リ
ク

ム
P

コ
.,'l
ル
ト
.

ク
ワ
ミ
ク

A
.及
び
カ

リ
ウ

ム
を
倉
し
て
九
九
〇

八
頭
を
成
す
O
又

燐
は

〇
二

露
を
し
砂
p
次
素
及
び
班
索
は
共
に

〇
･
〇

五
%

以
下
で
あ
る
｡

要
す

る
に
地
球
は

7
ニ
ー

i
四
の
元
素
よ

-
成

っ
て

居

る
｡
鏑
三
表
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潜
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竹
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･叫
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ン

が

ン㌫

チ
タ

ニ
ウ

ム

令

計

〇
･二
〇

〇
･
Jh四

〇

こ
l

O
｡〇
七

〇
･〇
四

〇
〇
二

一〇

〇｡00
∩)
･〇
九

〇

｡〇
四

〇
二
四

〇
.〇
三

〇
･〇
四

】〇
〇
･〇
〇

〇
･∩)七

〇
｡三
九

〇
二

六

〇
｡〇
八

〇
二

五

70
0
｡0
0

ク
ラ
ー
ク
は

ニ
タ
ケ
ル
硯
の
中
心
核
が

ク
ツ
ス
ポ

ー

ル
顔
に
よ
-
固
ま
れ
属

-
.
両
者
は
等
容
畳
で
基
等
の

質
量
比
は

7
1
:
2
9
な
-
ど
の
偶
晃
の
も
ど
に
全
地
球

の
組
成
分
を
計
っ
た
p
其
結
果
は
墾

二
束
弗
三
段
田
に

あ
げ
で
あ
る
｡
プ
ア
リ
ン
グ
ト
ン
は
地
球
の
組
成
分
が

債
石
の
寧
均
組
成
に
よ
-
茨
は
さ
れ
碍

べ
き
,･Uを
暗

示

し
P
餓
慣
石
三

l
入
相
の
分
析
及
び
石
質
胆
石

二

義

個
の
分
析
を
卒
均
し
て
第
三
東
軍

蔭

の
如
き
結
果
を

璃
た
｡
此
他
に
バ
ー
キ
ン
t
に
よ
っ
て
も
地
先
を
掲
げ

ら
れ
属
㌔

基
等
は
共
に
瓶
似
た
も
の
で
あ
る
が
.
著

者
の
得
た
結
果
t,J
は
班
の
豊
の
･多
き
瓢
が
異
な
る
P
こ

れ
は
根
本
の
暇
定
に
和
典
あ
る
が
兼
で
あ
る
｡

地
球
内
部
の
最
も
多
義
の
元
素
は
地
殻
中
に
於
け
る

地
球
の
北
壁
成
分
に
就
い
て

も
の
ビ
同
校
に
､
低
き
元
子
蒐
及
び
元
子
番
鋸
を
有
す

る
物
で
基
内
最
高
の
元
子
最
空
不
す
も
の
は
n
.,l
ル
ー

(5
9
)
で
'
敢
高
の
元
子
番
報
を
宥
す
る
も
の
は

ニ
タ
ケ

〟
(･98
)
で
あ
る
.
オ
ブ
ド
及
び
/l
I
キ
ン
ス
は
地
顔
及

び
地
球
内
部
に
於
で
二

光
手
番
傭
偶

数
の
元

素
は
奇
数

の
元
素
よ
-
多
-
の
場
令
多
畳
に
存
在
し
て
居
る
こ
E

を
注
意
し
た
｡

又
金
地
球
の
組
成
卦
に
つ
い
て
は
樽
に
地
殻
中
に
多

量
に
存
在
し
て
居
る
も
の
が
金
髄
ビ
し
て
は
少
量
存
在

す
る
の
み
で
あ
る
こ
ど
が
注
意
せ
ら
れ
る

(例

ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
､
ナ
ト
リ
ク
ム
P
カ
リ
ウ
ム
P
チ
タ

ニ
ウ
ム

及
び

マ
ン
ガ
ン
等
)

0

地
球
の
成
分
を
酸
化
物
や
傑
物
の
形
で
あ
ら
は
す
に

は
二
光
索
に
よ
っ
て

示
さ
れ
た
分
布
の

叫
般
数
字
よ

ゎ
P
蛾
が
地
球
内
部
に
於
て
殆
ん
で
筆

頭

ビ
し
て
は

存
在
せ
ず
鈴

7
職
の
形
を
成
し
屠
る
こ
ビ
以
外
に
他
の

元
素
は
薯
通
の
酸
化
物
の
形
を
取
る
か
ら
P
容
易
に
計

算
に
よ
っ
て
弟
四
表
の
あ

き
も
の
を
得
ら
れ
p
文
箱
四

表
の
数
字
よ
-1
計
算
に
よ
っ
て
得
庖

へへ
N
.
i-
"
を
基

礎
だ
し
て
各
殻
の
錬
物
的
組
成
の
第
五
蕊
を
得
た
｡

葉
九

三
三
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地

球

こ
れ
は
異
な
る
顔
の
成
分
を
瓦
に
比
梗
す
る
に
は
如
何

に
よ
-
箱
査
す
る
抽
象
的
数
字
も
有
数
で
な
-
寧
ろ
焼

物
的
成
分
k
j以
て
す
る
を
可
ビ
す
る
が
湾
で
あ
る
Q

鈴
二
二

二
及
び
拘
束
の
頻
字
を
注
意
す
れ
ば
'
地
球

の
中
心
よ
-
表
両
に
-
つ
る
に
従
ひ
各
成
分
物
贋
の
最

及
び
滞
顔
に
可
成
･･三

見
せ
る
規
則
韮
し
き
過
程
の
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
.
是
等
の
融

鼻
的
分
布
は
非

常
に
多
-
の
成
分
に
対
し
て
適
用
せ
ら
れ
且
つ
そ
れ
等

は
地
球
の

一
般
的
構
造
に
封
す
る
説
明
及
び
其
構
造
が

如
何
に
し
て
起
る
か
の
説
明
に
射
し
或
開
係
を
有
す
る

標
に
思
は
れ
る
｡

ニ
ヅ
ケ
ル
域
の
量
は
中
心
の
殆
ん
で
仝
成
分
を
な
し

居
る
虞
よ
JJ-
柁
聞
な
-
演
じ
て
相
磯
宥
恕
及
び
地
殻
で

は
仝
-
見
ら
れ
ぬ
標
に
成
鳥
.
是
れ
ビ
同
時
に
珪
酸
塩

糖
の
濃
は
核
心
の
外
方
よ
rc,存
在
を
示
し
急
に
リ
ノ
ス

ポ
ー
ル
顔
で
は
増
加
し
ー
そ
れ
よ
-
次
籍
に
増
加

が
蔭

や
か
ど
成
っ
て
柑
擬
石
殻
で
は
最
も
多
-
荏
-
殆
ん
で

傘
成
分
を
な
し
p
そ
れ
よ
-
地
殻
に
移
る
に
従
ひ
p
磁

班
健
や
石
英
な
で
が

入
-
凍
る
膚
に
次
節
に
奴
少
す

る
0

第
四
番

節
瓦
戟

真
芯

三
六

酸
化
物
以
外
の
成
分
に
つ
い
て
は
､
硫
化
磯
は
ア
ユ

p
ス
ポ
ー
ル
憩
に
於
て
は
最
も
多
畳
で
あ
･cl.
そ
れ
よ

-
上
下
に
次
窮
に
減
少
す
る
｡
ニ

ッ
ケ
ル

餓
中
の
燐
化

物
(
シ
エ
ラ
メ
ベ
ル
サ
イ
ユ

及
び
衆
化
物

言

I
へ
ン

石
)
は
共
に
中
心
よ
-
外
方
に
行
-
に
筏
ひ
減
少
す

る

に
反
し
.
ク
ワ
マ
イ
･1
は
次
第
に
増
加
し
て
撤
横
倉
殻

に
於
て
は
最
も
多
-
な
る
｡
是
等
の
過
程
は
隅
石
中
の

各
焼
物
の
比
較
畳
b･J
l
致
す
る
､
即
ち

ジ
ラ
フ
イ
ベ
ル

ス
石
'

コ
I

へ
ソ
石
及
び
石
墨
は
餓
隅
石
中
で
は
最
も

普
通
で
あ
-
.
石
質
限
石
中
で
は
ク
p･
マ
イ
ト
が
普
通

に
あ
-
'

ト
ロ
イ
ラ
イ
･L
は
両
者
に
倉
ま
れ
で
周
る
0

珪
酸
魔
頻
中
オ
ル

･i
珪
酸
鰻
の
欄
擬
石
は

リ
ノ
ス
ポ

ー

ル
殻
に
於
て
は
最

多
畳
で
あ
っ
て
'
そ
れ
よ
う
外
に

移
る
に
従
ひ
挽
少
し
､
フ
ェ
ロ
ス
ポ
ー
ル
顔
に
於
て
は

メ
タ
珪
酸
鮭
の
輝
石
に
よ
-
置
換
せ
ら
れ
属

-
1
玄
武

岩
顔
に
於
で
は
殆
ん
で
全
部
置
換
せ
ら
れ
荘
園
岩
敦
に

於
で
は
各
部
無
-
な
っ
て
周
る
｡
こ
れ
ビ
同
時
に
透
輝

石
は
斜
方
輝
石
に
比
し
外
方
に
行
-
に
従
ひ
乳
質
に
増

加
し
て
居
る
こ
と
を
見
る
0
長
石
は
フ
ェ
p･
ス
ポ
ー
ル

殻
に
於
で
は
少
量
存
在
し
て
屠
る
の
み
で
あ
る
が
､
外



方
へ
行
-
に
碓
ひ
次
第
に
増
加
し
載
･;問
い封
殺
に
於
て
は

頚
粟
成
分
を
成
す
.
フ
エ
ロ
ス
ポ
ー
ル
顔
に
於
て
は
次

長
石
よ
り
も
斜
長
石
が
多

い
こ
A,J
は

コ
ン
ド
ラ
イ
ト
噴

石
に
於
て
は
長
石
が
iiiだ
し
て
次
曹
長
石
で
あ
る
こ
/̂J

に

l
致
す
る
｡
又
其
次
の
外
殻
は
次
長
石
の
カ
が
斜
長

石
よ
-
も
多
-
成
-
コ
ソ
ド
ラ
イ
ー
債
石
の
長
石
が
督

衣
長
石
で
あ
る
こ
と
に

叫
致
し
.
こ
れ
よ
,I
上
に
成
る

'J
斜
長
石
が
急
に
増
加
す
る
.
正
長
石
は
フ
ェ
ロ
ス
ポ

ー
ル
殻
中
に
は
殆
ん
.'W
存
在
せ
な
い
が
上
に
成
る
に
従

ひ
達
磨
的
に
増
加
し
て
荘
園
栗
殻
で
は
非
常
tIb畳
ビ
成

る
石
基
は
花
岡
岩
顔
中
に
は
多
義
に
あ
る
が
隈
石
中
に

は
殆
ん
で
見
ら
れ
な
い
P
併
し
鱗
石
英
は
時
々
稀
有
t･8

餓

石

償

石

中

に

僚

見

せ

ら

れ
る

｡

碩
物
の
分
布
過
程
ビ
同
様
の

こ
と
は
又
元
素
及
び
酸

化
物
の
分
布
過
程
に
於
て
も
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
･b
金

成
及
び
珪
酸
臨
状
の
鰯
は
中
心
に
於
て
も
政
も
頚
粟
な

元
素
で
あ
る
が
.
其
畳
は
外
側
に
成
る
に
碓
ひ
次
第
に

城
少
し
て
.
金
属
ビ
し
て
は
鞭
横
着
顔
中
で
は
消
滅
し

荘
園
栗
穀
に
於
て
は
筑
四
番
臼
の
成
分
ビ
成
っ
て
し
ま

ふ
｡
酸
素
は
中
心
核
に
於
で
は
存
在
せ
ね
が
'
急
に
y

地
球
6
1化
韓
成
分
に
就
い
て

ノ
ス
ポ

ー
ル
劫
に
於
て
は
他
州
二
番
だ
成
り
.
山頂
い
て
次

端
に
増

加
す

る
の
み
で
あ
る
が
.
外
殻
に
で
は
最
も
重

要
な
元
素
yJ
成
る
｡
酸
化
第
二
城
が
石
贋
隈
石
及
び
餓

債
石
中
に
慶
化
し
た

物
だ
し
て
有
る
以
外
に
存
在
せ

ず
､
債
石
中
の
蛾
の
酸
化
物
は
ま
ど
し
て
酸
化
舘

1
城

で
稀
に
F
e30
4
で
あ
る
こ
亡
は
注
意
す

べ
き
で
あ
る
.

金
属
蛾
だ
酸
素
の
豊
の
迫
の
過
程
だ
平
行
し
て
核
心
及

び
リ
ノ
ス
ポ
ー
ル
顔
中
に
於
け
る
非
酸
化
物

シ
ラ
フ
イ

ベ

ル
サ
イ
･i
.

コ
I

へ
ン
石
p
石
轟
等
の
生
成
城
少
及

び
石

英
の
最
も
外
方
の
花
園
岩
顔
中
に
於
け
る
出
現
が

あ
る
｡
硫
化
物
は
燐
化
物
､
凝
化
物
及
び
酸
化
物
の
中

間
倍
の
位
農
を
し
め
.
ド
ー
プ

レ
石

(F
eS
}
C
rBS
3)
は

た
>
城
中
に
存
在
し
畢
硫
化
域
鱗

(F
e
S
)
は
域

及
石
質

限
右
中
に
在
-
､
オ
ル
グ
ム
石

(C
a
S
)
は
稀
に
石
質
隅

石
中
に
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
0
(整

冗)

茸
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